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Fig．13　Comparison　of　Kレdistribution　be－
　　　　tw㏄n　C．　G．王．α＝90。（Seeding　I　and
　　　　；κ＝1．OMPa・m112／min
　Goodman8）は粒径5～10mmの柱状結晶氷の4点
曲げ試験を行ってκcを算出しているが，この結晶粒
は。軸が成長方向に対して水平方向に分布している
といっており，我々のC．G．1．α＝0。と若干異ってい
る．彼の報告にはT＝一11℃でのκc値が載せてある
ので，我々の手でワイブル確率紙上にプロットしたグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラフをFig．15に示す．　Goodmanの実験ではんは一
定ではなく，10～250MPa・m112／minと大きくばら
ついており，我々の条件とは直接的には比較できない
が，平均値KIc＝0．119MPa・In112であり，我々のC．　G．
　　　　　　1．α＝0。，KI＝10MPa・m1／2／min，　T＝一10℃の結
果0．085MPa・m’ノ2より大きい．しかし，　Fig．15に示
すようにグラフには折点が存在しており，我々の結果
と一致している．
6．結　　論
　柱状結晶氷の4点曲げ試験による破壊靱性値κレ
の負荷速度依存性，温度依存性等について次のような
知見を得た．すなわち，本実験の温度，負荷速度の範
囲において
（1）L．G．1．試験片と同様，負荷速度の増加に対して破
　壊靱性値κノは減少する．
（2）C．G．1．α＝OoではT＝一30℃と一10℃とでは
　κノに明確な有意差は認められなかった．
（3）C．G．1．α＝90。についてKl＝1．OMPa・m1／2／min，
　T＝一10℃でSeeding　I，Seeding　IIの2種類の直
　交試験片を用いて破壊靱性値を求めたが有意差は認
　められなかった．
　また，層状氷の片持・3点曲げ試験を負荷速度Pが
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Fig．14　Comparison　of　K／distribution　be－
　　　　tween　C．　G．1．α＝90．（Seeding　I　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コS㏄ding II）and　L． G．1．α＝90。；κ＝
　　　　1．OMPa・m1’2／min，　T＝一10℃
一定の条件で行ったが，κ∫については4点曲げ試
験によるC．G．1．あるい・はし．　G．1．試験片と同じオ
ーダーの値が得られた．
　本研究について多大の御尽力，御討議などを戴いた
機械工学科真武教授，今井助教授に厚く感謝申し上げ
る．
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　Fracture　Toughness　Klf（MParκ2）
The　fracture　toughness　values　by
Goodman　D．　J．8）
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